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第Ⅰ章　総括報告書作成の目的と経緯

第１節　総括報告書作成の目的

　ᇸ⋢県࿴ගᕷ新倉３丁目 2831 ␒１እにᡤᅾする午王山遺跡は、ᪧ石器時代、⦖ᩥ時代、

弥生時代、古墳時代、ዉⰋ・平安時代、中ୡのྛ時代の遺構・遺≀がᏑᅾする」合遺跡であ

る。午王山遺跡は 1960 年代の谷஭ ᙭によるㄽ⪃（資料⤂௓）によࡾㄆ㆑・ὀ目ࡉれること

となった。1979（᫛࿴ 54）年から 2011（平成 23）年まで、㐣ཤ 15 ᅇにわたるⓎ᥀ㄪᰝに

よࡾ遺跡のෆᐜがᢕᥱࡉれ、≉に弥生時代の遺構、遺≀がከᩘ出土しておࡾ、午王山඲యが

一つの環濠集落としてᒎ㛤ࡉれていたことが明らかになっている（第㸷図）。

　午王山遺跡の≉ᚩは、୺に௨下㸴点をᣲࡆることができる。

　ձ Ⲩ川（ᪧධ間川）ప地に⮫ࡴ⊂❧ୣに❧地する、୺に弥生時代後期の集落遺跡であࡾ、 

中ኸ平ᆠ部のᒃ住域と東縁辺部の墓域からなる集落の඲ᐜがᢕᥱできる。

　ղ 弥生時代中期後半から後期後半までの集落で、後期中ⴥ前後に఩⨨࡙ࡅられる環濠を

ᣢつことから、集落のኚ㑄と環濠との㛵ಀがつかめる。

　ճ 集落をᅖࡴように３᮲の溝がタࡅられておࡾ、㛵東地方では類౛のᑡないከ㔜環濠を

ᣢつ集落であるྍ⬟ᛶが㧗い。

　մ 弥生時代後期の土器には、南㛵東系の久ヶ原式、中部㧗地系の岩鼻式、東海東部系の

菊川式の３系⤫がࡳられ、遠㝸地との஺流ࡸ 来が☜ㄆできる。

　յ ❿✰住ᒃ跡（௨下、住ᒃ跡とする）の平㠃形ែ、ᰕ✰、⅔の≉ᚩ、㖡㚫形土〇ရࡸ㖡

㔲の出土など、遺構ࡸ土器௨እの遺≀からも遠㝸地との஺流がつかめる。

　ն ௨上のことから、弥生時代後期の㛵東地方を代表する集落遺跡のࡦとつであるととも

に、Ⲩ川流域を中ᚰとして㛵東地方の弥生社会をゎ明する㘽となࡾᚓる遺跡である。ま

た、弥生時代後期におࡅるᗈ域にわたる஺流と、地域間㛵ಀの෌編㐣⛬がᢕᥱできる。

　このような遺跡の㔜せᛶを㚷ࡳ、ᙜᕷでは 2013（平成 25）年４᭶に、遺跡の第 15 次ㄪᰝ

地区（新倉３丁目 2831� １）306 ੍を公᭷地化し、࿴ගᕷᣦᐃᩥ化㈈（ྐ跡）にᣦᐃするこ

とで遺跡のಖᏑを進めた。また、2018（平成 30）年２᭶には午王山遺跡から出土した弥生

時代の遺≀ 121 点が、ࠕ午王山遺跡出土ရ とࠖしてᇸ⋢県ᣦᐃᩥ化㈈（⪃古資料）にᣦᐃࡉれ、

遺跡・遺≀ともにᕷẸにも㔜せᛶが周▱ࡉれてきた。加࠼て出土遺≀がᇸ⋢県ᣦᐃをཷࡅた

ことで、午王山遺跡はᇸ⋢県ෆእの弥生時代◊✲者から改めてὀ目ࡉれることとなった。

　午王山遺跡は、᪤に 15 ᅇのⓎ᥀ㄪᰝが行われておࡾ（第１表）、ㄪᰝ地点ごとにሗ࿌᭩が

完成し、ㄪᰝ成果が公㛤ࡉれ遺跡の≉ᚩが明らかとなっているが、ྛሗ࿌᭩はྛㄪᰝ地点を

ሗ࿌するものであࡾ遺跡඲యの౯್ࡸ意⩏を⥲ᣓするものではなかった。一方で、遺跡ෆの

一部に㛤Ⓨがධるなど、このままではᑗ来に午王山遺跡をṧすことが㞴しいことから、᪩ᛴ

なಖᏑయไがᮃまれている。これらを⥲合ⓗにุ᩿した⤖果、これまでのㄪᰝ成果を⥲ᣓし、

弥生時代集落として武蔵野台地・大宮台地におࡅる≉ᚩࡸ㔜せᛶをゎ明することによࡾ午王

山遺跡のᏛ⾡ⓗな౯್を明らかにし、今後のಖᏑとά用のᇶ本᝟ሗとするため、⥲ᣓሗ࿌᭩

をస成した。
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第１表　午王山遺跡ㄪᰝ一ぴ表
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第２節　総括報告書作成の方針

　本⥲ᣓሗ࿌᭩のస成に㝿しては、௨下のような方㔪を❧ててసᴗにᙜたった。

　ձ　1979（᫛࿴ 54）年ᗘから 2011（平成 23）年ᗘまで 15 次にわたるⓎ᥀ㄪᰝの成果を

⤫一ⓗにᩚ⌮᳨ウして、午王山遺跡の඲యീをලయⓗかつⓗ☜にᢕᥱできるようにす

る。

  ղ　それにᇶ࡙いて、午王山遺跡の≉ᚩおよࡧ㔜せᛶを明☜にする。

  ճ　今後のಖᏑとά用を⪃࠼る㝿のᇶ本᝟ሗとする。

 

第３節　総括報告書作成の経緯と組織

 総括報告書作成の経緯 午王山遺跡でᐇ᪋したⓎ᥀ㄪᰝの記㘓については、1979（᫛࿴ 54）

年の第１次ㄪᰝから直近の第 15 次ㄪᰝまで、ㄪᰝሗ࿌᭩によࡾሗ࿌している。第１次ㄪᰝ

によって中ୡのᯈ☃⩌ࡸ弥生時代の３ᇶの方形周溝墓が᳨出ࡉれ、⥆ࡃ第２次ㄪᰝで弥生時

代の環濠集落のᏑᅾが☜ㄆࡉれるなど、Ⓨ᥀ㄪᰝの㛤ጞᙜึからሗ࿌᭩の中で遺跡の㔜せᛶ

が示ࡉれてきた。࿴ගᕷᩥ化㈈ಖㆤጤဨ会ጤဨからも、᪩ࡃから遺跡の㔜せᛶがၐ࠼られ、

ಖᏑ・ά用のᚲせᛶ࡬のᣦ᦬をཷࡅてきた。

　ᕷでは、2007（平成 19）年㸵᭶に第１次ㄪᰝ出土ᯈ☃⩌を࿴ගᕷᣦᐃᩥ化㈈（⪃古資料）

にᣦᐃし、2013（平成 25）年４᭶には、第 15 次ㄪᰝ区（新倉３丁目 2831� １）306 ੍を࿴

ගᕷᣦᐃᩥ化㈈（ྐ跡）にᣦᐃするなど、遺跡のಖᏑを進めた。また、2018（平成 30）年

２᭶には午王山遺跡から出土した弥生時代の遺≀ 121 点が、ࠕ午王山遺跡出土ရࠖとしてᇸ

⋢県ᣦᐃᩥ化㈈（⪃古資料）にᣦᐃࡉれている。

　このように、2018（平成 30）年にධࡾ出土遺≀が県ᣦᐃᩥ化㈈にᣦᐃࡉれるなど、改め

て午王山遺跡の㔜せᛶがὀ目ࡉれてきた。午王山遺跡の今後のಖㆤの方向ᛶについて࿴ගᕷ

㛗をはࡌめᕷ㛗部ᒁを஺࠼て᳨ウし、᳨ウの⤖果、ᕷの᪋⟇としてᅜྐ跡のᣦᐃを目ᣦし、

ᩥ部⛉Ꮫ大⮧ᐄての意ぢල⏦᭩のᥦ出に向ࡅたㄪᰝを進めることとなった。これらのᕷの方

向ᛶに㛵し、2018（平成 30）年㸶᭶に㛤ദした࿴ගᕷᩥ化㈈ಖㆤጤဨ会の中で඲会一⮴で

ᢎㄆࡉれた。

　一⯡ⓗには、ྐ跡᳨ウጤဨ会をタ⨨し、遺跡の㔜せᛶࡸ౯್࡙ࡅの᳨ウを行い、෌ホ౯す

るところであるが、㛤Ⓨが進ࡳ宅地がᩓぢࡉれጞめている午王山遺跡の⌧≧ࡸ、㐣ཤ 15 ᅇ

にわたるⓎ᥀ㄪᰝの記㘓をሗ࿌᭩の中で示しておࡾ、遺跡の代表ⓗな≉ᚩの一つであるከ㔜

環濠のྍ⬟ᛶを示す２᮲の環濠の୪行㛵ಀが⌮ゎできていること、ᒃ住域と墓域からなる集

落の඲ᐜがᢕᥱできていること➼、遺跡のヲ⣽が明らかになっていることなどから、2019（平

成 31）年１᭶にᏛ㆑⤒㦂者によࡾ構成した午王山遺跡⥲ᣓሗ࿌᭩⟇ᐃጤဨ会をタ⨨し、⥲

ᣓሗ࿌᭩のస成を進めることとなった。

　⥲ᣓሗ࿌᭩のห行にకい、2019（平成 31）年４᭶に඲య 㔞をᐇ᪋し、ୡ⏺ 地系での

遺跡ෆの఩⨨ᗙᶆの☜ㄆを行った（第２図）。ేせて最新の⯟✵෗┿᧜ᙳによࡾ、遺跡・地

形の最新᝟ሗを記㘓した。

　総括報告書作成の組織 2018（平成 30）年ᗘから⥲ᣓሗ࿌᭩のస成に╔ᡭし、2019（௧࿴ඖ）

年㸴᭶に⥲ᣓሗ࿌᭩のห行に⮳った。本஦ᴗは、2018 年ᗘは࿴ගᕷ༢㈝によ2019、ࡾ 年ᗘ
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はᩥ化ᗇᅜᗜ⿵ຓ஦ᴗとしてᐇ᪋した。

  ྛ年ᗘにおࡅる஦ᴗのᐇ᪋యไは、௨下のとおࡾである。

午王山遺跡⥲ᣓሗ࿌᭩⟇ᐃጤဨ会　 2018（平成 30）年ᗘ～ 2019（平成 31（௧࿴ඖ））年ᗘ

  石川日出志　　明἞大Ꮫ教ᤵ 

  小倉　淳一　　ἲᨻ大Ꮫ教ᤵ

  柿沼　ᖿኵ　　前ᇸ⋢県ᩥ化㈈ಖㆤᑂ㆟会ጤဨ　ࡉいたまᕷ遺跡ㄪᰝ会会㛗

午王山遺跡⥲ᣓሗ࿌᭩ᇳ筆ጤဨ（午王山遺跡⥲ᣓሗ࿌᭩⟇ᐃጤဨ会࣮ࣂ࣮ࢨࣈ࢜）

　遠藤　英子　　ඖ明἞大Ꮫ黒᭙石◊✲࣮ࢱࣥࢭ◊✲ဨ

　鈴木　敏弘　　࿴ගᕷᩥ化㈈ಖㆤጤဨ会ጤဨ

2018（平成 30）年ᗘᐇ᪋ෆᐜ 出土資料のᇶ♏ᩚ⌮・⥲ᣓሗ࿌᭩原稿ཬࡧ図∧స成・編集

  教⫱ጤဨ会஦ົᒁ

    教⫱㛗　戸部　᝴一　教⫱部㛗　東ෆ　ி一　

    生ᾭᏛ⩦ㄢㄢ㛗　ᶓ山　英子　ㄢ㛗⿵佐වᩥ化㈈ಖㆤᢸᙜ⤫ᣓ୺ᰝ　鈴木　一郎

    ᩥ化㈈ಖㆤᢸᙜ　୺ᰝ　ᓊ　຾己　୺௵　石田　清　୺஦　⢆野　཭ஓ　安஭　⩫

    ᩥ化㈈ㄪᰝᣦᑟဨ　前田　秀則

    ᩚ⌮సᴗཧ加者

      㠀ᖖ໅⫋ဨ　Ụཱྀࡸよい　大ෆ　一雄　ᆏཱྀ⏤加㔛

2019（平成 31（௧࿴ඖ））年ᗘᐇ᪋ෆᐜ ⥲ᣓሗ࿌᭩原稿ཬࡧ図∧స成・編集・ห行

  教⫱ጤဨ会஦ົᒁ

    教⫱㛗　戸部　᝴一　教⫱部㛗　⤖城ᾈ一郎　

    生ᾭᏛ⩦ㄢㄢ㛗　ⱱ࿅あかࡡ　ㄢ㛗⿵佐වᩥ化㈈ಖㆤᢸᙜ⤫ᣓ୺ᰝ　鈴木　一郎

    ᩥ化㈈ಖㆤᢸᙜ　୺ᰝ　ᓊ　຾己　୺௵　⢆野　཭ஓ　୺஦　安஭　⩫

　　ᩥ化㈈ㄪᰝᣦᑟဨ　前田　秀則

    ᩚ⌮సᴗཧ加者

      㠀ᖖ໅⫋ဨ　Ụཱྀࡸよい　大ෆ　一雄　ᆏཱྀ⏤加㔛
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第Ⅱ章　遺跡の地理的環境と歴史的環境

第１節　立地と地理的環境

  （１）和光市の地理的状況

　午王山遺跡は、ᇸ⋢県࿴ගᕷにᡤᅾする。࿴ගᕷのつᶍは、東西⣙ 2�5 ੊・南北⣙ 4�9 ੊、

㠃✚ 11�04 ੎をはかる。北はⲨ川（ᪧධ間川）をᣳࡳ戸田ᕷ、東は白子川をᣳࡳ東ி㒔ᯈᶫ

区、南は東ி㒔⦎㤿区、西は越戸川をᣳࡳᮅ㟘ᕷと隣᥋している。ᕷෆの中ኸを南北に⦪᩿

するように東ிእかࡃ環≧道㊰、東ഃの南北を୺せ地方道⦎㤿川ཱྀ⥺（県道 68 号⥺）が㈏き、

ᕷෆ中ኸには東西に東武東上⥺・地下㕲᭷ᴦ町⥺・๪㒔ᚰ⥺が㉮る࡯か、それに୪行してྠ

東西方向に川越⾤道（ᅜ道ࡃࡌ 254 号⥺）が通る。このような㒔ᚰ࡬の஺通の฼౽ᛶは࿴ග

ᕷの大きな㨩ຊの一つであࡾ、また㒔ᚰから 15 ～ 20 ੊ᅪෆに఩⨨することから、近年ᕷ⾤

地化がᛴ㏿に進ࡴ地域である。

　࿴ගᕷの地形は、武蔵野台地とⲨ川ప地からなࡾ、台地が⣙ 70㸣、Ἀ✚ప地が⣙ 30㸣の

๭合でᕷ域を༨める。࿴ගᕷの大半が఩⨨する武蔵野台地は㛵東平野の南西部にᗈがるὥ✚

台地で、北西をⲨ川のᨭ流であるධ間川、北東をⲨ川、南をከᦶ川のྛἙ川およࡧそれらの

ỏ℃原であるἈ✚ప地によって⏬ࡉれた、東西幅⣙ 50 ੊のつᶍを᭷するᅜෆ最大⣭のὥ✚

台地の一つである。武蔵野台地のᶆ㧗は㟷ᱵ௜近の⣙ 180P をᡪ㡬として東に向かってᚎ々

Ҩ੻ࢁԦޕ
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にపࡃなࡾ、࿴ගᕷ域では台地上で 24 ～ 40 㹫⛬となっている。武蔵野台地ෆには形成時期

ᶆ㧗、構成ᒙを␗にしたẁୣ㠃がᏑᅾすることが分かっている（㈅塚ࡸ 1979）。古い㡰にከ

ᦶ㠃（⊃山ୣ㝠）、下末吉㠃、武蔵野㠃（武蔵野ẁୣ）、❧川㠃（❧川ẁୣ）と大きࡃ 4つに

分類ࡉれ、このうࡕ本ᕷ域は武蔵野㠃に఩⨨している。

　࿴ගᕷෆにおࡅる武蔵野台地の地ᒙは、最上ᒙは黒Ⰽ⭉㣗土にそわれた土ተで、この下に

㛵東࣮࣒ࣟᒙである❧川࣮࣒ࣟᒙ・武蔵野࣮࣒ࣟᒙ、次にจ⅊㉁の⢓土ᒙが分ᕸする。その

下には◁♟をྵࡴ武蔵野♟ᒙ、ࡉらに下には㈅化石・ᕢᏍ化石をྵࡴ海成ᒙである東ிᒙが

ᶓたわる。この東ிᒙはࡉらに、⣽◁ᒙの上部東ிᒙと、◁♟ᒙの東ி♟ᒙに分ࡅることが

できる。

　࿴ගᕷの地形Ⓨ㐩をࡳるにあたࡾ、武蔵野台地の成ࡕ❧ࡾを追っていࡃと、⣙ 10 ୓年前

に古東ி‴の海㏥がጞまࡾ、その㝿に‴ෆにỿࡾྲྀࡳṧࡉれた㈅類が化石としてሁ✚し東ி

ᒙとなる。つ࡙ࡃ⣙㸶୓年前には、古ከᦶ川をỏ℃原とし武蔵野♟ᒙを形成し、その上に࣮ࣟ

そして⣙㸴୓年前には、Ⲩ川・฼᰿川がྠ時にⲨ川➽を流下する。⣙。ࡃᒙが✚もってい࣒

２୓年前、࣒ࣝ࢘氷期の中でも最もᐮ෭な時期を㏄࠼ると、台地とప地の㧗పᕪは最大とな

る（中村 2018）。この間に、武蔵野台地に小ᨭ谷の้ࡳがᩘከࡃධࡾ㎸ࡳ、午王山遺跡が஌

る小ୣが形成ࡉれたと⪃࠼られる。

　ᕷෆを流れる୺せなἙ川はⲨ川（ᪧධ間川）と白子川、越戸川の３Ἑ川で、࡯かはᕷෆ中

ኸ部を流れる谷中川と谷戸川である。白子川は、⦎㤿区東大Ἠ（大Ἠ஭㢌公ᅬ）をⓎし࿴ග

ᕷ・⦎㤿区のቃ、ᯈᶫ区とのቃを流れ新Ἑᓊ川にそそࡄ。越戸川は、୐ツ㔩（東ி࣓ࣟࢺ࿴

ග㌴୧ᇶ地ෆ・㝣上⮬⾨㝲ᮅ㟘㥔ᒡ地ෆなど）をⓎし࿴ගᕷ・ᮅ㟘ᕷのቃを流れ、ᙉ清Ỉな

どの‪Ỉを集めながら谷中川と合流し新Ἑᓊ川にそそࡄ。また谷中川は、ᪧ大Ἠ村㛗久ಖ௜

近（大Ἠ中ኸ公ᅬ）を※として࿴ගᕷの中ኸ部を流れ、㏵中から谷戸川が合流し越戸川にそ

そࡄ。ᕷ域はⲨ川ཬࡧこれらの中小Ἑ川によࡾ、台地にはከࡃのᾐ㣗谷が形成ࡉれ、」㞧な

地形を࿊している。そのためᕷෆྛᡤには‪Ỉがከࡃぢられ、⌧ᅾ⣙ 20 かᡤをᩘ࠼る。    　　

　（２）午王山遺跡の地理と地形の概要

　午王山遺跡は、武蔵野台地の北東➃に఩⨨しⲨ川ྑᓊの⊂❧ୣ上に❧地する。遺跡のつᶍ

は、東西⣙ 250P、南北では東ഃが⣙ 170P・西ഃが⣙ 50P、㠃✚は⣙ 19�781 ੍を る。ᶆ㧗

は⣙ 24P で、ప地とのẚ㧗ᕪは⣙ 18P である。また遺跡が஌る午王山඲యをぢると、ࡩもと

で東西⣙ 350P、南北では東ഃが⣙ 200P・西ഃが⣙ 150P、㠃✚は⣙ 61�250 ੍である。

　午王山遺跡の平ᆠ部ཬᩳࡧ㠃部の⌧ἣをࡳると、北ഃᩳ㠃は㞧木ᯘで、ᛴᩳ㠃のためࠕ土

◁⅏ᐖ≉ู㆙ᡄ区域ࠖにᣦᐃࡉれ、東ഃは寺㝔とそれに௜ᒓする墓地となࡾ、上部平ᆠ部は

⏿地として営まれている࡯か、一部は宅地となっている。

  午王山遺跡の周ᅖはⲨ川によって形成ࡉれたἈ✚ప地である。㛤析ࡉれた遺跡南ഃは、宅

地化ࡉれ住宅がᐦ集する。遺跡北ഃのⲨ川ప地一ᖏはかつてࠕ新倉田ࠖࡰࢇと⛠ࡉれከࡃが

Ỉ田として฼用ࡉれていた。その中で午王山の北ഃにはᗈい‵地ᖏがᗈがࡾ、午王山近ࡃを

一大‪Ỉ地点として㇏富な‪Ỉによࡾ中ኸにはࠕ⁀池ࠖと࿧ばれた㎰ᴗ用Ỉ池がᏑᅾした。

᫛࿴ึ期には㎰ᴗ用Ỉのᙺ๭をⓎ᥹していたが、その後㎰ᴗேཱྀがῶࡾ、Ỉ田とᑟỈ㊰も

ῶᑡした。ࡸがて᫛࿴ 16 年に㎰Ẹからࠕ㣴㨶ሙとして฼用したいࠖというኌが上がࡾ、⩣
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年には㩾の⛶㨶をᨺࡕ用Ỉ池は㣴㨶ሙにጼをኚ࠼た。しかしᩘ年後には㞾㨶の出⌧によࡾ池

はⲨれ、⟶⌮者のேᡭ୙㊊も㔜なࡾ㣴㨶ሙとしてのᙺ目を⤊࠼ることとなった。ࡸがて᫛࿴

25 年㡭には‪Ỉはᾲれ、ついには用Ỉ池としての機⬟を完඲にኻう。のࡕにこの地はᇙめ

❧てられ、⌧ᅾは᫛࿴ 47 年に㛤ᰯした県❧࿴ග㧗ᰯがᡤᅾする。

  ⌧ᅾ、午王山北ഃの一部では、ሁ✚した土ᒙをほᐹすることができる。武蔵野♟ᒙࡸ⢓土

ᒙの࡯か上部東ிᒙの最上ᒙの一部があらわれ、海成ᒙの中には生⑞化石をほることができ

る。

࠙ᘬ用・ཧ⪃ᩥ⊩ࠚ

㈅塚∝平 1979ࠗ東ிの⮬↛ྐࠑ増⿵第二∧࠘ࠒ 紀ఀᅧ屋᭩ᗑ

中村新அ௓ 2018ࠗ平成 29 年ᗘ ≉ูᒎ Ỉの࠼ࡃࡺ～Ⲩ川のṔྐ～࠘ᯈᶫ区❧郷土資料㤋 

࿴ගᕷ 1983ࠗにいࡃらࡉかした̺ࡃらしのあ̺࠘ࡳࡺ࿴ගᕷᆏ下公Ẹ㤋Ṕྐጤဨ会

࿴ගᕷ 1987ࠗ࿴ගᕷྐ 通ྐ編 上ᕳ࠘࿴ගᕷ

࿴ගᕷ 2015ࠗ࿴ගᕷᕷẸᥦ᱌型༠ാ஦ᴗ ࿴ගᕷ‪Ỉ環ቃㄪᰝ ሗ࿌᭩࠘࿴ගᕷᕷẸ環ቃ部環ቃㄢ 132 ἲே

࿴ග・⥳と‪きỈの会 

第２節　周辺の遺跡と歴史的環境

　遺跡の概要　午王山遺跡は、ᇸ⋢県࿴ගᕷ新倉３丁目 2831 ␒１እにかࡅてᡤᅾする。本

遺跡のⓎ᥀ㄪᰝは 1979( ᫛࿴ 54) 年にᐇ᪋ࡉれた第１次ㄪᰝにጞまࡾ、⌧ᅾまでにᕷ道ᩚഛ

宅地造成、㎰地改Ⰻᕤ஦にకうㄪᰝとྐ跡ᩚഛにకう☜ㄆㄪᰝがィࡸ 15 ᅇ行われている (第

４図 )。これまでのㄪᰝの⤖果からᪧ石器時代から近ୡまでの」合遺跡であることがุ明し

ている。なかでも୺యとなるのは弥生時代で、これまでに☜ㄆࡉれた住ᒃ跡は、弥生時代中

期後半から後期後半までの 152 ㌺にのࡾࡰ、出土遺≀から弥生時代後期中ⴥから後期後半に

ẚᐃࡉれる住ᒃ跡がከᩘを༨めている。住ᒃ跡௨እの遺構としては、方形周溝墓が遺跡南東

ഃ第１次ㄪᰝ区の⦆ᩳ㠃から３ᇶ、隣᥋する第 10 次ㄪᰝ区から２ᇶ᳨出ࡉれている。また、

環濠が３᮲᳨出ࡉれた。ෆ環濠のＡ溝 (ᪧ第１号溝 y第２号溝 )は第２次・３次・４次・㸳

次・㸵次・10 次・11 次ㄪᰝから、እ環濠の㹀溝 ( ᪧ第㸴号溝 ) は第３次・４次・㸳次・10

次ㄪᰝから、᮲濠とࡳられる㹁溝 ( ᪧ第㸳号溝 ) は第２次・13 次ㄪᰝからそれࡒれ᳨出ࡉ

れておࡾ、本遺跡は環濠集落として周▱の遺跡である(第㸷図)。この࡯か、時期は␗なるが、

第１次ㄪᰝ区からは中ୡのᯈ☃が 45 ᇶ᳨出ࡉれておࡾ、࿴ගᕷᣦᐃᩥ化㈈となっている。

 （１）午王山遺跡周囲の弥生時代の市内遺跡

　⌧ᅾ࿴ගᕷෆでは 43 かᡤの遺跡が☜ㄆࡉれている ( 第㸳図・第２表 )。このうࡕ、午王

山遺跡周ᅖの弥生時代のᕷෆ遺跡では、本遺跡の北西ഃ、南東方向にఙࡧる幅の⊃い台地上

には上அ郷遺跡 ( θ１)、花ノ木遺跡 ( θ２)、半୕池遺跡 ( θ 34)、ᓟ遺跡 ( θ 35)、ᓟ前

遺跡 (θ３)が఩⨨している。

　⯉≧の台地ඛ➃に఩⨨する上அ郷遺跡は２ᅇのㄪᰝがᐇ᪋ࡉれておࡾ、弥生時代の遺構は

弥生時代後期の住ᒃ跡が３㌺᳨出ࡉれている。

　花ノ木遺跡では࿴ගᕷ୺యのㄪᰝ 15 ᅇと東ிእかࡃ環≧道㊰ᘓタにకいᐇ᪋ࡉれたᇸ⋢
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県ᇙ蔵ᩥ化㈈ㄪᰝ஦ᴗᅋによるㄪᰝを合わせて 16 ᅇのㄪᰝがᐇ᪋ࡉれておࡾ、ᪧ石器時代

から近ୡにかࡅての遺構と遺≀が᳨出ࡉれている。なかでも弥生時代 㺃古墳時代 㺃平安時代

が୺యで、弥生時代の遺構は住ᒃ跡が 17 ㌺、方形周溝墓が㸶ᇶ、環濠が３᮲᳨出ࡉれている。

環濠は஦ᴗᅋㄪᰝ区から２᮲、࿴ගᕷ୺యのⓎ᥀ㄪᰝ区からは஦ᴗᅋㄪᰝ区から᳨出ࡉれた

二㔜環濠とはู方向にᒎ㛤する環濠が１᮲᳨出ࡉれておࡾ、二つの集落のᏑᅾが☜ㄆࡉれて

いる。

　半୕池遺跡は１ᅇのㄪᰝがᐇ᪋ࡉれている。弥生時代のࠕ㹔Ꮠ≧ࠖの溝が１᮲᳨出ࡉれ、

花ノ木遺跡の環濠との㛵㐃ᛶがᣦ᦬ࡉれている。

　ᓟ遺跡は３ᅇのㄪᰝがᐇ᪋ࡉれている。୺యとなるのは弥生時代㺃古墳時代㺃平安時代で、

弥生時代の遺構は弥生時代後期から古墳時代前期の住ᒃ跡が２㌺᳨出ࡉれている。

　ᓟ前遺跡は㸵ᅇのㄪᰝがᐇ᪋ࡉれている。୺యとなるのは弥生時代 㺃古墳時代 㺃平安時代

で、弥生時代の遺構は弥生時代後期の住ᒃ跡が㸷㌺、弥生時代後期末から古墳時代前期の方

形周溝墓が３ᇶ᳨出ࡉれている。

　午王山遺跡の南西ഃの谷をᣳࢇだ台地上には⁽台遺跡 ( θ 43)、四ツ木遺跡 ( θ４) が఩

⨨している。

　⁽台遺跡は２ᅇのㄪᰝがᐇ᪋ࡉれている。弥生時代の遺構は弥生時代後期の住ᒃ跡が１㌺

᳨出ࡉれている。

　四ツ木遺跡では㸳ᅇのㄪᰝがᐇ᪋ࡉれている。୺యとなるのは⦖ᩥ時代・弥生時代 㺃古墳

時代で、弥生時代の遺構は弥生時代後期から古墳時代前期の住ᒃ跡が 26 ㌺、方形周溝墓が

２ᇶ᳨出ࡉれている。

　午王山遺跡の南ഃの谷をᣳࢇだ台地上にはጁ඾寺遺跡 ( θ 14)、下㔛遺跡 ( θ 12)、ᨭ谷

をᣳࢇで吹上遺跡 ( θ 13)、吹上原遺跡 ( θ 15)、ᕷሙᓙ・ᕷሙ上遺跡 ( θ 17) が఩⨨して

いる。

　ጁ඾寺遺跡は㸴ᅇのㄪᰝがᐇ᪋ࡉれている。୺యとなるのは弥生時代 㺃古墳時代で、弥生

時代の遺構は弥生時代後期の住ᒃ跡が㸷㌺、後期末の住ᒃ跡が 19 ㌺、後期後半から古墳時

代前期の住ᒃ跡が１㌺᳨出ࡉれている。第２次ㄪᰝ区第 22 号住ᒃ跡からは環≧石᩼が出土

している。

　下㔛遺跡は１ᅇのㄪᰝがᐇ᪋ࡉれている。弥生時代の遺構は方形周溝墓が１ᇶ᳨出ࡉれて

いる。

　吹上遺跡は４ᅇのㄪᰝがᐇ᪋ࡉれている。୺యとなるのは弥生時代 㺃古墳時代 㺃平安時代

で、弥生時代の遺構は弥生時代後期の住ᒃ跡が 34 ㌺、環濠が１᮲、環濠と᥎ ࡉれる溝が

１᮲、方形周溝墓と᥎ ࡉれる溝が１᮲᳨出ࡉれている。第３次ㄪᰝ区第 26 号住ᒃ跡から

は㟷㖡〇環≧ရが出土し、ᣦ㍯と⪃࠼られている。

　吹上原遺跡は㸶ᅇのㄪᰝがᐇ᪋ࡉれている。୺యとなるのは⦖ᩥ時代 㺃弥生時代 㺃古墳時

代で、弥生時代の遺構は弥生時代後期の方形周溝墓が 28 ᇶ、溝が３᮲᳨出ࡉれておࡾ、吹

上遺跡の墓域として⪃࠼られている。また、古墳時代の෇墳が周溝のࡳであるが４ᇶ᳨出ࡉ

れている。

　ᕷሙᓙ・ᕷሙ上遺跡は 28 ᅇのㄪᰝがᐇ᪋ࡉれている。୺యとなるのは弥生時代 㺃 古墳時
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第２表　ᕷෆ遺跡一ぴ表



第５図　和光市遺跡分布図
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代㺃平安時代で、弥生時代の遺構は弥生時代後期から後期末の住ᒃ跡57㌺が᳨出ࡉれている。

 （２）午王山遺跡周辺の弥生時代遺跡

　午王山遺跡が❧地するⲨ川下流域では、中・小Ἑ川によるᨭ谷によって形成ࡉれた台地上

られる。第㸴図に遺跡の分ᕸをࡳࡃప地の⮬↛ሐ㜵上に弥生時代の集落遺跡の分ᕸがᩘከࡸ

示した。

　௨下には周辺の遺跡としてᇸ⋢県富士ぢᕷ、志木ᕷ、ᮅ㟘ᕷ、࿴ගᕷ、ࡉいたまᕷ、川ཱྀ

ᕷ、戸田ᕷ、東ி㒔ᯈᶫ区、北区、Ⲩ川区、ᩥி区、新ᐟ区、中野区の୺な遺跡のᴫせを時

期ごとにㄝ明する。遺跡については第３表に午王山遺跡周辺の弥生時代遺跡一ぴ表をᥦ示し

ているのでేせてཧ↷ࡉれたい (遺跡␒号は第㸴図の␒号と一⮴している )。

　弥生時代中期　遺跡はప地をᮃࡴ台地➃部ࡃ῝ࡸධった谷の縁辺部に❧地するが、ࡉいた

まᕷ本村遺跡 (θ 84) はⲨ川ప地ෆの⮬↛ሐ㜵上に❧地している。

　武蔵野台地では富士ぢᕷ南通遺跡(θ12)、ᮅ㟘ᕷࢱࢣࣁ㺃中通遺跡(θ21)、向山遺跡(θ

30)、新屋敷遺跡 ( θ 33)、࿴ගᕷ花ノ木遺跡 ( θ 36)、午王山遺跡 ( θ 42)、ᯈᶫ区成増と

の山遺跡 ( θ 51)、赤塚氷川神社北方遺跡 ( θ 53)、松᭶㝔ቃෆ 㺃 大㛛 㺃 赤塚下寺ᐙ␒໶ච

遺跡(θ54)、Ἀ山遺跡(θ55)、四ⴥ地区遺跡(θ56)、中台୕丁目東ୣ㝠㺃中台␊中遺跡(θ

61)、志村城山遺跡 ( θ 62)、小㇋ἑ㈅塚遺跡 ( θ 63)、北区赤⩚台遺跡 ( θ 67)、ட山遺跡

( θ 70)、㣕㫽山遺跡 ( θ 72)、ᚚẊ前遺跡 ( θ 74)、Ⲩ川区道℺山遺跡 ( θ 79)、ᩥி区༓

㥏木୕丁目南遺跡（θ 110）、本郷ඖ町遺跡（θ 111）新ᐟ区下落合二丁目遺跡 ( θ 80)、下

戸塚遺跡 (θ 81) ➼が分ᕸする。このうࡕ、Ἀ山遺跡、志村城山遺跡、ட山遺跡、㣕㫽山遺

跡、道℺山遺跡、༓㥏木୕丁目南遺跡、本郷ඖ町遺跡では環濠が᳨出ࡉれている。道℺山遺

跡北西ഃに隣᥋する北区田➃୙ືᆏ遺跡で᳨出ࡉれた溝跡が道℺山遺跡で᳨出した環濠の一

部であるྍ⬟ᛶがあࡾ、ྠ一集落であることがᣦ᦬ࡉれている。方形周溝墓はࢱࢣࣁ 㺃中通

遺跡、向山遺跡、赤塚氷川神社北方遺跡、志村城山遺跡、赤⩚台遺跡、ᚚẊ前遺跡、下落合

二丁目遺跡で☜ㄆࡉれている。また、下落合二丁目遺跡では土ᆙからࡰ࡯完形の大型土器᳌

が᳨出ࡉれている。

　大宮台地ではࡉいたまᕷኴ田❑㈅塚遺跡 ( θ 97)、෇正寺遺跡 ( θ 98)、明花向遺跡 ( θ

99)、大北遺跡 (θ 102) ➼が分ᕸする。明花向遺跡では方形周溝墓が☜ㄆࡉれている。

　弥生時代後期　遺跡ᩘが増加し、᳨出ࡉれた住ᒃ跡の㌺ᩘはከᩘにのࡰる。遺跡は中期ྠ

ᵝに台地➃部、谷の縁辺部に❧地するが、北区㇏島㤿ሙ遺跡（θ 、いたまᕷ本村遺跡ࡉ、（68

戸田ᕷ㘫෬谷 㺃新田ཱྀ遺跡 (θ 108) はⲨ川ప地ෆの⮬↛ሐ㜵上に❧地する。

　環濠が☜ㄆࡉれている遺跡は、武蔵野台地では富士ぢᕷほ㡢前遺跡 (θ㸵)、北通遺跡 (θ

11)、南通遺跡、ᮅ㟘ᕷ中道㺃岡台遺跡(θ19)、稲荷山㺃郷戸遺跡(θ34)、࿴ගᕷ花ノ木遺跡、

半୕池遺跡 ( θ 37)、午王山遺跡、吹上遺跡 ( θ 45)、ᯈᶫ区赤塚氷川神社北方遺跡、Ἀ山

遺跡、四ⴥ地区遺跡、中台୕丁目東ୣ㝠 㺃 中台␊中遺跡、᰿ノ上遺跡 ( θ 66)、北区赤⩚台

遺跡、ᚚẊ前遺跡、新ᐟ区下戸塚遺跡➼で☜ㄆࡉれている。大宮台地ではࡉいたまᕷ大谷ሙ

小池下遺跡 ( θ 95)、明花向遺跡、஭沼方遺跡 ( θ 101)、川ཱྀᕷ小谷ሙ㈅塚遺跡 ( θ 103)、

上台遺跡 ( θ 107) ➼で☜ㄆࡉれている。南通遺跡、ᚚẊ前遺跡では 300 ㌺を㉸࠼る住ᒃ跡

が᳨出ࡉれている。また、向山遺跡では住ᒃ跡と土ᆙから、午王山遺跡は環濠から㖡㚫形土
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〇ရと㖡㔲が出土している。㧗田㤿ሙ୕丁目遺跡 (θ 83) では住ᒃ跡から小㖡㚫が出土して

いる。

　方形周溝墓は武蔵野台地、大宮台地、Ⲩ川ప地ෆの⮬↛ሐ㜵上から᳨出ࡉれておࡾ、北通

遺跡、向山遺跡、田➃西台通遺跡 ( θ 77)、下戸塚遺跡、஭沼方遺跡では୺య部から㕲๢ 㺃

などの๪ⴿရが出土している。吹上原遺跡⋣ࢫࣛ࢞ (θ 46) は吹上遺跡との、田➃西台通遺

跡は田➃୙ືᆏ遺跡との㛵㐃ᛶがᣦ᦬ࡉれておࡾ、それࡒれ集落と墓域という㛵ಀであるྍ

⬟ᛶが⪃࠼られている。
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